
第1回～第3回　女性懇談会進捗状況　（山口地区）

回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第1回 山口 道路・河川 椿街道は合併前はどうなるのか話題に上っていたが、最近話題に上らなくなっ

た。今どんな状況なのかお聞きしたい
・平成17年度、135ｍの整備が完了、平成18年度には取付道路の整備及び3

 期工事の測量設計を実施、平成19年度に採択（Ｌ＝1,209ｍ）されました。
・平成20年度は用地買収補償、南野橋の上部工、道路工に着手し、平成24
年度完了予定です。

第1回 山口 その他 馬籠地区において行政区と学校区にズレがあり、学校区で色々な活動をする
際、取り残されがちである。行政区と学校区を同じにしてほしい。

・平成17年12月、馬籠地区神坂地区連絡協議会が発足し、地域行事、学校
関連行事等についての調整が行われ、その後も懇談会が実施されていま

 す。
 ・この問題に関して行政は主導的立場になく、あくまで地域住民の判断に基
づき解決していただく問題と考えていますので、今後は地域づくり推進協議
会や区長会などでも議論を深めていただきたいと考えています。

第1回 山口 地域振興 学校統合、高校への通学、市街地への買い物など不便なことばかりではなか
なか定住してくれないので、若い人が住んでくれるような環境づくりを考えてほ
しい。

 ・平成18年度にU・Iターン用住宅整備計画（案）を策定しました。
・UIターン者用住宅（若者定住促進住宅）を、高齢化率の高い地域、民間賃
貸住宅の進出しない地域などから優先的に整備していきます。

第1回 山口 生涯学習・ス
ポーツ振興

旧神坂小学校舎をどのような目的で使うことができるか、指針があれば教えて
ほしい。

・平成19年11月、合同検討会議（地元と市）で「文教交流施設」として活用す
 ることで合意し、平成20年2月に愛称「馬籠ふるさと学校」に決定しました。

・平成21年3月に設置条例を制定後、本格利用を行います。

第2回 山口 情報通信 馬籠地域の市外局番は、中津川市の市外局番と同じにしてほしい。  ・平成21年3月1日から馬籠地区の市外局番、市内局番が変更になります。
・番号は0573-69-○○○○（下4桁はそのまま）となります。

第2回 山口 市民サービス 山口公民館と小学校の駐車場が狭く、行事等が開催される折、支障が出てい
るので、隣接する木曽農協が所有していた土地を、駐車場として確保してほし
い。

 ・木曽農協と協議を進めています。
・平成23年度までに総合事務所の公民館への移転を計画しており、併せて
検討していきます。

第3回 山口 教育・文教施
設

お金が無いので難しいことはわかるが、合唱も盛んなので合唱にも使えるいい
体育館にリニューアルしてほしい。

・平成19年7月には総合体育館のリニューアルと耐震補強の実施設計を完了
し、平成20年7月～8月の学校の夏休み期間に連絡通路の改修を行い、外部

 からの侵入等に対する安全対策を行いました。
・平成21年度に耐震補強および大規模改修工事を予定しています。



回数 地区 分類 質問・要望 実施事項･今後の計画
第3回 山口 地域交通 コミュニティバス（峠地区）について、どのように運行するのか計画など教えてほ

しい。（第1回にも同趣旨の質問あり）
・平成19年12月～平成20年2月までの3ヶ月間、冬季の試験運行を行い（週1

 日5便）、利用率は非常に高い状況でした。
・この結果を受けて増便の検討を行い、平成21年度から週2日の運行ができ
るようにしていきます。

第3回 山口 道路･河川 馬籠の中仙道の工事をしていただきありがたいが、観光の時期と重ならないよ
うに配慮してほしい。

・平成20年度馬籠地区は、陣場上石畳遊歩道、島田広場・島田トイレ整備工
事がありますが、いずれも観光シーズンと重ならないように11月以降の発注
となっています。

第3回 山口 その他 観光時期のこの時間帯に女性懇談会を行うのはどうか。 ・平成20年度の女性懇談会の開催は、観光シーズンをはずし11月にしまし
た。

第3回 山口 環境 有害ごみの回収場所は馬籠と公民館の2箇所しかなく、捨てに行くのが大変な
ので、各地区で出せるように配慮してほしい。

・山口地区区長会長さんからも要望書をいただき、下記のとおりＨ20年度か
 ら実施しています。

＊山口地区・・・2区公民館、村民センター、シルバーセンター生きがい工房の
 横

＊馬籠地区・・・荒町2ごみ集積場、自然休養村センター、陣場公衆トイレ前、
峠農業研修センター

第3回 山口 環境 資源ごみのときに有害ごみのコンテナを持ってきてほしい。 ・合併時の協議において、資源と有害ごみを同時回収すると分別ルール及び
マナーが保たれないとの意見であったため、合併町村域はそれぞれ独自の

 回収方法で現在まで実施しています。
・委託業者の回収車両の改修が必要となり、委託料の高騰に繋がることもあ
り、今後、合併町村域（委託域）の歩調が統一できる段階で再検討を図りま
す。


